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陽子線医学利用研究センター
放射線腫瘍学研究室

○より高度で、安全な放射線がん治療を実現するための 生物学的研究、臨床への橋渡し研究
○外部機関（大学、研究機関、企業）との共同研究の推進

幅広い研究テーマ!
放射線物理学・医学物理学・放射線生物学・放射線腫瘍学

がん治療に役立つ放射線腫瘍学・生物学

次世代の集学的がん治療法の確⽴

陽⼦線照射効果のBiological modulation
併⽤化学療法・分⼦標的薬・新規マテリアル etc.

ホウ素中性⼦捕捉療法(BNCT)の新規薬剤開発
⾼分⼦化合物・超分⼦化合物・active targeting etc.

臨床への橋渡し研究（前臨床試験）
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【研究テーマ】
① X線と陽子線照射によるDNA損傷と修復メカニズムの研究
③ 分子標的薬・抗癌剤・新規マテリアルを用いた放射線増感作用の研究
③ ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）の普及を目指した新規ホウ素薬剤の開発研究
④ 集学的治療に資する温熱治療の作用機序の解明研究 など

連絡先： 松本 孔貴 助教
ymatsumoto@pmrc.tsukuba.ac.jp

放射線と細胞死の研究 放射線増感を目指した
新規素材の開発
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放射線によるDNA損傷と
修復メカニズムの研究

Chromosome type aberration 
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産学連携
プロジェクト

企業

金ナノ粒子による放射線増感

金ナノ粒子・抗癌剤を含有した熱応答性リポソームの開発

治療対象例︓
膵臓がん

⾦ナノ粒⼦・抗癌剤含有熱感受性リポソーム
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RF波発⽣装置

周波数：
13.56MHz
(LABEHY100)

RF波
化学療法
温熱療法
放射線療法

放射線

の多剤併⽤効果

最先端の治療モダリティ！！
陽子線治療、ホウ素中性子捕捉療法、ハイパーサーミア

磁性体ナノ粒⼦ ゲムシタビン熱応答ポリマー

温熱療法

化学療法
放射線治療

磁場を供給

局所・同時的多剤効果を実現するスマートポリマー粒子の開発

陽子線治療装置
を用いた基礎生物学的研究

加速器型BNCT装置を
用いた基礎生物学的研究

陽子線医学利用研究センター
２階断面概略図
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陽子線医学利用研究センター
外観

加速器室 (シンクロトロン）

治療室

基礎研究用照射室

陽子線ビーム

生物サンプル固定装置とサンプルオートチェンジャー

生物実験室

陽子線の特徴

生物照射実験

マウス照射

細胞照射

金ナノ粒子による陽子線増感効果
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1. BSHの包接

がん細胞

葉酸修飾シクロデキストリン
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3. BSHの解離
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4. BSHの滞留

5. 抗腫瘍活性
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6. BSHの排出機構

新規ホウ素薬剤開発研究

フェニルボロン酸修飾
多機能ナノ粒子

（筑波大学数理物質系
との共同研究）

BSH包接葉酸修飾
シクロデキストリン

（熊本大学・(株)CyDing
との共同研究）


